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公立大学法人長野県立大学の各事業年度の業務実績に関する評価に係る実施要領 

 
                               令和元年６月 18 日 制定 

                                                         
                                          公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学評価委員会 

 
 地方独⽴行政法⼈法（平成 15 年法律第 118 号。）第 78 条の 2 の規定及び公⽴⼤学法⼈⻑野県
⽴⼤学の評価に関する基本方針（令和元年６月 18 日公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学評価委員会決定）
に基づき、公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学（以下「法⼈」という。）に係る各事業年度終了時における
業務の実績に関する評価について、必要な事項を以下に定める。  
 
１ 評価方法（全般的事項） 

(1) 評価は、別表１の評価項目について、別表２の評価基準により行うことを基本とする。 
(2) 当該年度における中期計画及び年度計画の各項目の進捗状況または達成状況を確認する

（以下「項目別評価」という。）とともに、法⼈の実績全体についての総合的な評価（以下「全
体評価」という。）は、項目別評価の結果を踏まえ、法⼈の中期目標及び中期計画の進捗状況
または達成状況の全体について総合的に評価することを基本とする。 

(3) 評価の視点は、「⼤学の教育・研究等の質的向上」、「⼤学経営の改善の促進」とする。 
 

２ 評価の手順   
  評価は以下のとおり行うものとする。最終的な評定は、評価委員の合議により、意見をまと

め、評価を行うものとする。 
 

(1) 項目別評価 
ア 小項目別評価  

・評価委員会は、法⼈から提出された業務実績報告書等について、法⼈関係者からヒアリ
ング等により検証を行う。 

・また、法⼈の自己点検評価の結果を踏まえて、進捗状況または達成状況を別表１に定め
る年度計画の小項目ごとに、別表２に定める評価基準により、「s、a、b、c、d」の５段
階で評価を行う。 

・なお、法⼈による自己点検評価の結果と評価委員会による評価の結果が異なる場合には、
その理由を示すとともに、必要に応じて、⼤学の教育・研究等の質的向上、⼤学経営の
改善の促進につながるよう、特筆すべき点や進捗が遅れている点等についてもコメント
を付すものとする。 

イ ⼤項目別評価 
評価委員会は、小項目別評価結果を踏まえ、別表１に定める⼤項目ごとに、別表２に定

める評価基準により、中期計画進捗状況または達成状況について、「S、A、B、C、D」の５
段階で評価を行う。 

 
(2) 全体評価 

評価委員会は、全体評価を実施するに当たり、⼤項目別評価の結果を踏まえ、別表２に定
める評価基準により、当該事業年度における法⼈の中期目標及び中期計画の進捗状況または
達成状況の全体について総合的に評価を行う。その際、法⼈の活動全体について記述式で評
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価を行う。 
 
 (3)  参考意見書 
   法⼈の業務運営の改善や教育研究の質の向上に活かすため、評価委員会が必要と認め 

る場合には、評価委員の法⼈への期待や要望を、評価結果報告書とは別に、参考意見書 
としてとりまとめ、評価委員会が法⼈に提出することができる。この場合において、評 
価委員会は、参考意見書を公表するものとする。 

 
３ 評価結果の決定手順 

(1) 評価委員会は、その審議を通じて項目別評価及び全体評価を取りまとめ、評価結果の原案
を作成する。 

(2) 評価委員会は、評価結果の原案を法⼈に通知する。 
(3) 評価委員会は、法⼈から評価結果の原案に対する意見の申し出がある場合は、当該意見に

ついて、検討の上、評価結果を確定する。 
(4) 評価委員会は、評価結果を法⼈に通知するとともに、知事に報告する。 
(5) 知事は、（4）の報告を受けたときは、その旨を議会に報告し、評価結果を一般に公表する。 

 
４ 評価の実施体制 
  評価業務の円滑な推進のため、必要に応じて評価委員において役割分担して業務を実施させ

ることができるものとする。 
 
５ 評価スケジュール 

時期 実施主体 実施内容 
６月末 法   ⼈ 県へ業務実績報告書、財務諸表を提出 
６月〜７月 評価委員会 業務実績の検証（法⼈からの説明・ヒアリング等） 
７月 評価委員会 評価作業 
７月下旬 評価委員会 評価内容の検討、評価書の原案作成及び法⼈への提示 
７月下旬 
〜８月上旬 法   ⼈ 評価書の原案に対する意見の申し出 

９月中旬 評価委員会 評価結果の審議・作成、評価結果（年度評価）の確定 
評価結果を法⼈及び知事に報告 

９月中旬 知   事 評価結果の公表、県議会への報告 
 
６ その他  

  評価委員会は、評価結果等を基に、必要に応じてこの要領の見直しを行うことができる。 
なお、この要領に定めのない事項については、評価委員会が別に定める。 

 
附 則 

 この要領は、令和元年６月 18 日から施行する。 
 この要領は、令和２年９月２日から施行する。  
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表１：年度評価における評価項目 
評 価 区 分 評価の対象、内容等 

 
小項目別評価 

年度計画の第２から第６の最小項目として記載されている各事項の進捗状
況 または達成状況 
※年度計画の第７から第 12 に係る実績は、全体評価の参考情報として用い

る。 

大項目別評価 

事業単位評価及び指標単位評価を踏まえた中期計画における５つの大項目
（８区分）ごとの進捗状況または達成状況 
１ 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 
  【教育に関する事項】  （年度計画第２の１）(1)人材育成の方向 

２                       (2)入学者の受入れ 

３                       (3) 教育の質の向上 

４                       (4) 学生への支援 

５ 【研究に関する事項】   （年度計画第２の２） 

６ 【地域貢献に関する事項】 （年度計画第２の３） 

７ 【国際交流に関する事項】 （年度計画第２の４） 

８ 業務運営に関する目標を達成するためとるべき措置 （年度計画第３） 

９ 財務内容に関する目標を達成するためとるべき措置 （年度計画第４） 

10 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためとるべき
措置                     （年度計画第５） 

11 その他業務運営に関する目標を達成するためとるべき措置  
（年度計画第６） 

全 体 評 価 項目別評価を踏まえた中期計画全体の進捗状況または達成状況 
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別表２：年度評価における評価基準 

評 価 区 分 評定 評価の基準 評価の目安※ 

小項目別評価 

ｓ 
中期計画の達成に向けて特
筆すべき進行状況にある 

特に優れた実績を上げている 
（評価委員会が特に認める場合） 

ａ 
中期計画の達成に向けて順
調に進んでいる 

年度計画を達成している 
（100％以上） 

ｂ 
中期計画の達成に向けて概
ね順調に進んでいる 

概ね年度計画を達成している 
（80％以上 100％未満） 

ｃ 
中期計画の進捗はやや遅れ
ている 

年度計画を十分には達成できていな
い（80％未満） 

ｄ 
中期計画の達成のためには
抜本的な改善が必要である 

業務の大幅な改善が必要 

大項目別評価 

Ｓ 
中期計画の進捗は優れて順
調 

特に優れた進行状況にある 
（評価委員会が特に認める場合） 

Ａ 中期計画の進捗は順調 
計画どおり進んでいる 
（すべて b 以上） 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 
概ね計画通り進んでいる 
（b から a の割合が 80％以上 100％未
満） 

Ｃ 
中期計画の進捗はやや遅れ
ている 

やや遅れている 
（b から a の割合が 80％未満） 

Ｄ 
中期計画の進捗は遅れてい
る 

業務の大幅な改善が必要 
（評価委員会が特に認める場合） 

全体評価 

中期計画の進捗は優れて順調 

中期計画全体の進捗状況について、
大項目別評価から総合的に勘案し、
評価 

中期計画の進捗は順調 

中期計画の進捗は概ね順調 

中期計画の進捗はやや遅れている 

中期計画の進捗は遅れている 

※「評価の目安」は、評価に当たり判断の目安を示したものであり、実績・成果の水準に加え、計
画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等、総合的に勘案して評価する。 


